
七
岳
出
歓
喜
院
記
園
寺



新
久
千
手
観
音
縁
起

↑
感

千
■
一万
一千
九
３

武
蔵
野
能
西
涯
に

一
の
桃
涙
郷
阿
里
　
新
久
と
呼
ふ
　
民
俗
軟
く
し
天
　
笙
業
盛
奈
李

案
龍
回
寺
乃
観
世
警
は
　
自
緒
詳
茶
ら
な
登
　
古
を

の
口
碑
に
■
連
者
　
行
基
書
薩
乃
Ｆ

に
し
天
　
鷲
字
は
■
御
門
帯

の
建
〓
え
年
六
月
　
寂
蓮
法
師
か
巡
行
乃
節
建
立

し
た
る

毛
乃
奈
里
登
奮
　
齋
来
笙
移
り
場
換
里
天
　
興
廃
常
奈
ら
須
　
一ム
々

●
は
　
観
書
彗
な
手
前
の
　
一観
音
堂
再
建
記
念
凛
」

大^
正
囲
年
二
月
壼
立
　
ｔ
職
　
太
口
政
厚
節
〉

の
目
頭
部
分
で
あ
る
．
痺
文
に
は
　
「観
青
像
の
自
権
は
よ
く
判
ら
な
い
。
な
基
善
機
の
作
と
〓
わ
れ
て

来
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
　
江
戸
時
代
　
文
化
　
天
保
の
頃
に
爾
蜜
　
編
集
さ
れ
た

「新
綴
武
蔵
風
上
記
』

に
は
　
「全
ノ
支
像
〓
テ
長
二
寸
群
　
詢
ノ
観
責
＾
小
名
田
谷
ニ
ア
ル
●
井
ヨ
ツ
出
シ
由
フ
曇
ヘ
リ
」
と

あ
る
．
何
れ
に
し
み
　
秘
仏
観
普
螢
の
縞
み
を
鑑
み
　
お
堂
と
共
に
新
像
を
お
記
，
す
る
事
に
な
つ
た
．

場
贅
曇
は
　
建
仁
元

＾
一
二
０

一
）
年
六
月
　
燎
違
法
師
が
巡
行
の
折
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の

後
に

『
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日
　
掟
薇
鸞
災
に
か
か
里
天

一
朝
鳥
有
に
最
し
多
會
看
　
僣
業
大
毛

余
リ
カ
留
古
彗
に
故
會
」
と
あ
り

よ
災
に
■
い
大
正
三
年
二
月
に
再
建
さ
れ
た
経
過
が
鞣
ら
れ
て
い
る
．

焼
失
し
た
お
堂
は
　
江
戸
時
へ
の
安
永
＋
年

（
一
七
人

一
年
）
Ｂ
月
に
元
矢
キ
村

今^
の
人
間
市
奮
寺
）

の
営
大
工
　
吉
川
奥
庫
枚
簗
の
下
で
再
建
さ
れ
た
と
い
ら
ｔ
前
堂
字
の
髯
村
か
ら
は
　
お
菫
が
■
保
元

＾
一

七
四

一
）
年
に
　
三
ヶ
ヽ
社
の
渥
殿
山
Ｒ
明
院

湯^
段
権
壕
一信
仰
の
，
）
の
客
殿
と
し
て
藉
て
ら
れ
た
物

と
判
，
　
つ
ま
り
　
お
堂
は
約
二
百
六
＋
二
年
前
に
ニ
ク
島
村
に
建
て
ら
れ
　
凡
そ
九
十
年
前
に
析
人
の

縫
饉
年

ヽ
移
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

龍
園
■
の
機
莉
に
　
確
か
な
記
毀
は
な
い
．
る
の
苺
文
に
は
　
「
建
仁
元
年
六
月
　
葱
速
法
師
か
巡
行

乃
節
建
立
」
と
を
る
が
　
こ
れ
は
擁
′
菫
の
こ
と
．
キ
に
あ
る

『
喜
籍
贅
“
で
　
最
も
き
い
歿
年
月
，
に

ぃ明
応
■

＾
一
四
九
六
）
年
」
が
あ
り
　
天
正
　
慶
長
年
椰

（
一
五
〇
〇
年
代
）
の
物
も
あ
る
事
か
ら



西
層
千
五
百
年
頃
に
は
新
久
に
人
が
住
ん
で
い
た
と
言
え
そ
う
だ
。
明
治
八
年
六
月
に
新
政
府
の
示
違
に

よ
り
編
集
さ
れ
た
地
器

”
武
蔵
国
人
間
郡
村
結
』
の

「を
之
二
　
新
久
村
」
に
は
　
次
の
記
議
が
あ
る
．

仏
　
寺
　
　
鷲
口
寺
　
東
置
二
十
五
関
　
南
北
二
十
二
間
　
　
面
積
千
百
八
十
五
犀
．
村
０
中
央
に
あ
り

新
義
奥
言
宗
高
麗
郡
新
壌
村
聖
天
幌
の
末
滉
な
り
．
応
永
年
中
権
大
僣
都
法
印
樽
榮
　
開
〓
創
簿
す
。

実
後
衰
薇
せ
し
を
以
て
菫
永
五
年
捕
俊
■
中
興
す
．
　

風
土
配
に
，
領
十
二
石
は
境
内
の
複
書
壼
ヽ

に
■
ひ
し
ま
し
　
屋
安
　
棗
事
中
掏
朱
印
を
賜
り
し
事
を
裁
す

つ
ま
り
　
籠
口
や
は
　
応
永
年
中

室^
町
時
へ
　
一
二
九
四
～

一
四
二
七
年
）
に
撼
失
と
百
う
僣
侶
に

よ
り
初
め
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
の
だ
　
い
文
政
九

＾
一
人
二
六
）
年
二
月
写
」
と
裏
書
の
あ
る

『
当
山

代
々
先
師
過
去
霊
鮮
」
に
も
　
「
当
山
開
著
饉
大
僣
都
を
世
饉
栄
」
と
あ
り
　
当
山
七
世
の
所
に

０
当
中

法
流
綺
機
條
燿
大
阿
闊
梨
俊
，
」
と
認
さ
れ
て
い
る
．

こ
こ
に
新
機
警
壼
の
落
饉
を
迎
え
る
に
当
り

そ
の
経
場
を
迎
っ
て
み
る
と

今
か
ら
几
そ
二
十
年
前

ま
だ
先
代
の
政
快
和
上
存
，
の
瞑
　
事
比
の
拡
猥
を
機
に
改
築
を
の
声
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
が
　
財
渡
的

に
無
理
で
　
悴
財
を
集
め
て
で
も
改
修
を
と
言
う
話
に
な
つ
た
の
が
十
五
　
六
年
前
の
事
だ

つ
た
。

平
成
十
人
年

一
”
八
日
の
大
学
新
久
代
議
員
会
　
初
薬
会
に

新̈
久
千
手
饉
音
壁
藤
投
」
に
つ
い
て
の

新
久
性
〓
総
代
会
の
意
”
が
示
さ
れ
　
仝
年
二
月
■
日
の
同
会
で
贅
同
を
得
て
　
建
設
委
員
の
選
だ
　
建

驚
委
員
会
の
結
成
と
な
り
　
０
し
く
も
当
”
が
百
二
年
前
に
火
災
に
違
っ
た
日
　
０
年
二
月
二
十
六
日
に

第

一
口
建
紋
番
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
金
子
俊
雄
委
員
長
の
下
　
役
員
会
が
重
ね
ら
れ
る
中
　
燿
談
役
が

決
ま
り
　
設
訃
管
理
者
が
選
定
さ
れ
　
規
約
　
構
造
　
規
模
　
予
算
　
建
餃
資
金
の
確
保
　
工
事
目
櫂
等

が
機
議
さ
れ
た
。
人
月
に
趣
意
書
が
大
学
新
入
地
区
と
そ
の
他
の
壕
家
に
局
け
ら
れ
　
渤
寡
金
の
申
込

納
入
を
始
め
て
も
ら
い
　
九
月
に
は
蔭
ヨ
業
者
等
の
連
定
　
よ
輌
が
行
わ
れ
　
平
成
十
九
年

一
月
に
撼
エ

業
者
と
の
契
約
及
び

一
部
支
払
い
が
な
さ
れ
た



一
月
二
十

一
日
に
前
擁
青
彗
修
祓
式
　
二
月
九
日
に
よ
彗
の
入
菫
　
二
月
十
日
に
地
神
簗
　
七
月
六
日

に
■
機
式
と
建
設
工
事
に
対
応
し
た
儀
式
等
を
進
め
て
き
て
　
現
在
　
二
月
二
十
九
日
の
落
慶
に
詢
け
て

記
念
凛
　
参
通
工
事
　
稚
児
行
列
　
露
査
法
要
　
記
今
＾
奥
　
初
宴
の
具
体
化
を
進
行
中

縦
場
吝
堂
は
　
周
り
を
築
山
と
お
堂
に
囲
ま
れ
て
い
る
．
彙
山
に
は
　
層
頭
篠
音
　
十

一
面
観
書
も
祀

ら
れ
て
　
新
ス
千
手
槻
音
の
子
安
　
子
育
て
の
ご
利
益
に
業
な
る
ご
利
益
を
か
え
　
昭
和
十
二
年
建
立
の

ｔ
蓼
山
茶
場
碑
は
　
地
驀
産
業
の
歴
史
を
，
え
て
い
る
。
先
の
機
文
に
ヽ
あ
る
様
に
構
源
郷
の
新
久
の
地

や
饉
口
そ
の
様
信
従
の
皆
線
方
の
上
に
　
新
久
千
手
擁
書
の
将
来
擁
護
の
光
が
遍
く

照
り
注
ぎ
　
ａ
々

栄
え
益
々
安
か
ら
ん
事
を
祈
ぶ
し
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
饉
口
■
鶯
二
十
六
世
　
新
，
詈
学
確

キ:』轟諄層勒 檻


